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　薬は、病気やけがの治療に欠かせないものですが、
副作用にも注意が必要です。特に高齢になると、複
数の病気でいくつかの医療機関を受診し、服用する
お薬の種類が増えることがあります。その結果、薬
が効きすぎたり、副作用などの好ましくない影響が
起きたりする「ポリファーマシー（多剤服用）」の
状態になることがあります。

　薬を安全に使用するため、気になる症状があって
も、自己判断で服用をやめたり、量を減らしたりし
てはいけません。薬について不安や疑問があるとき
は、医師や薬剤師に相談しましょう。
　また、お薬手帳は 1冊にまとめ、現在服用して
いるお薬を医師や薬剤師に把握してもらうことで、
重複などの問題の予防につながります。

医療用医薬品や市販薬には、説明
書が付いているものがあります。
正しい使い方や効能・効果などが
記載されているため、使用前によ
く確認しましょう。分からないこ
とがあれば、医師や薬剤師、登録
販売者に相談してください。

決められた量よりも多く飲めば、
効果が増すわけではなく、副作用
や中毒などが現われる危険があり
ます。薬を飲むタイミングについ
ても同様です。医師や薬剤師など
の専門家から十分に説明を受け、
正しく使用しましょう。

複数の薬を使用している場合、飲
み合わせが悪いと十分な効果が得
られなかったり、逆に効き過ぎて
体に悪影響を及ぼしたりすること
があります。また、食品やサプリ
メントの中にも、薬との飲み合わ
せが悪いものもあります。

～この期間に薬を正しく、安全に使うことの大切さを学ぼう～ ●問＝健康推進課　℡ 23-0323

10 月 17 日～ 23 日は「薬と健康の週間」

薬の正しい使い方を知りましょう！

「知っていますか？咀
そしゃ く

嚼と体の関係」

問 = 小林市立病院

　　リハビリテーション室

　　℡ 23-4711
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口を閉じて食べることで、食べこぼしを防
ぎ、正しい顎や歯並びの発育を促します。

①口を閉じてかむ

片側だけでかまず、左右の歯をバランスよ
く使いましょう。

②左右の奥歯を使う

猫背のまま食事をすると、食べ物がかみに
くいだけでなく、飲み込みにくくなります。

③姿勢を正す

一口 20 ～ 30 回を目安に、よくかんでか
ら飲み込みましょう。

④回数と時間を意識する

咀嚼する時に
意識するべきポイント！

使用前に説明書を
よく確認しましょう

用法・用量、
服用時間を守りましょう

薬の飲み合わせに
注意しましょう


